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63億4898万円

さ い に ゅ う

歳入

自
主

財源

依
存

財
源

63億4898 万円

さ い し ゅ つ

歳出

第６次総合振興 計画が本格スタート！！令和 3 年度
当初予算

※グラフの数字は端数処理のため、必ずしも合計金額と一致しない。

衛生費
3億4875万円

5.5%

その他
3億4380万円　5.4%

教育費
4億7439万円

7.5％

土木費
8億1095万円

12.8％

農林水産業費
8億8511万円

13.9％ 総務費
8億7028万円

13.7％

公債費
11億7492万円

18.5％

民生費
14億4079万円

22.7％

国・県支出金
12億4098万円

19.5％

繰入金
 4億1620万円

6.6％

使用料及び手数料
1億2511万円 2.0％

町税
5億2040万円

8.2％

繰越金 1億円 1.6％ その他自主財源
2億5876万円

4.1％

その他依存財源
1億6494万円 2.6％

町債
6億2260万円

9.8％

地方交付税
29億円
45.7％

市町村間の格差を
なくすため国から
交付されるお金

高齢者・障がい者福
祉や子育て支援等に
使われるお金

町の借金返済に
充てるお金

防災や人件費、選挙
費用など様々なこと
に使われるお金

農林業・漁業等の振興
や支援、農業基盤整備
等に使われるお金

道路や町営住宅、
港・空港施設など
の新設・改修・維
持管理等に使われ
るお金

教育施設等の管理・
運営や、給食費、
生涯学習に関する
活動などに使われ
るお金

ごみ処理やし尿処
理、予防接種・検診
などに使われるお金

消防費、議会費、
商工費など

国や県からの補助金
など

国や銀行からの借金

地方消費税交付金や
地方譲与税など

町民税や固定資産税な
ど、町民のみなさんか
ら納められる税金

特別会計・基金など
から移されたお金

使用料・手数料や繰
越金、寄付金など

財政健全化を図りつつ
町民生活に直結する施策を着実に推進

じ し ゅ ざ い げ ん

【自主財源】
町が集めるお金

い ぞ ん ざ い げ ん

【依存財源】
国や県、借入金に

頼るお金

第１回 定例会
3月9 日

▲

19日

令和　　年３

R 3 年度

R 2 年度

H31年度
（R1年度）

H30年度

H29年度

63億4898万円

61億9525万円

64億4055万円

68億9730万円

55億7798万円

一
般
会
計
予
算
の
推
移

    

項　　目 今年度 前年度比

国民健康保険特別会計 10 億9128 万円 1 億280 万円 増
介護保険特別会計 9 億5871 万円 7916 万円 減
後期高齢者医療特別会計 9164 万円  756 万円 増
下水道事業特別会計 2 億5704 万円 7879 万円 減
農業集落排水事業特別会計 2 億3036 万円 1126 万円 増
奨学資金特別会計 1029 万円 　69 万円 減
水道事業会計（収益的事業） 1 億8100 万円  350 万円 減

一般会計（歳出・歳入）
63 億4898 万円【前年度対比 1 億 5373 万円増】

令和３年度特別会計・企業会計予算額（水道事業会計の資本的事業は除く）

令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号 当初予算 （2）
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令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号（3） 当初予算



附帯意見（予算審査特別委員会より）

当初予算において計上漏れがあったが、各課連携を密にし、計上漏れのな
いよう努めること。

■令和 3 年  第 1 回  定例会　（ 3 月 9 日～ 19 日）

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報：報告　承：承認　議：議案　陳：陳情　発：発議　　
◎：全会一致　◇：賛成　◆：反対　ー：表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

議 1 和泊町議会議員及び和泊町長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 2 和泊町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 3 和泊町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 4 和泊町介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ー 原案可決

議 5 和泊町特殊自動車の使用に関する条例を廃止する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 6 えらぶ堆肥センターの指定管理者の指定
	 【（公財）沖永良部農業開発組合】 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議 7 令和２年度和泊町一般会計補正予算（第８号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 8 令和２年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 9 令和２年度和泊町介護保険特別会計補正予算（第３号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議10 令和２年度和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議11 令和２年度和泊町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議12 令和２年度和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議13 令和３年度和泊町一般会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議14 令和３年度和泊町国民健康保険特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議15 令和３年度和泊町介護保険特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議16 令和３年度和泊町後期高齢者医療特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議17 令和３年度和泊町下水道事業特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議18 令和３年度和泊町農業集落排水事業特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議19 令和３年度和泊町奨学資金特別会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議20 令和３年度和泊町水道事業会計予算の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

発 1 和泊町議会基本条例の制定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議員派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

※永野利則議員は議長職のため、表決（賛成・反対の意思表示）に参加しません。

次
の
ペ
ー
ジ
へ 　
　

G
O
!!

こんなことが決まりました （4）令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



のこと」「教えて!! 和 泊 町 議 会 基 本 条 例

詳しい内容については▶▶▶

☆この条例は令和3年4月1日から施行されています。

令和3年第1回定例会において、発議（議員が提出する議案）第1号

「和泊町議会基本条例の制定について」が可決されました。

皆さんにはなかなか馴染みのない言葉だと思いますので、

リリリーちゃんと学んでみましょう!!

Q1. 和泊町議会基本条例とは？

議会活動の根本となる考えや、原則、制度などの
基本的なあり方を決めた条例のこと。
議会運営における最高規範。

Q2. どうして制定するの？

議会がみなさんを代表する機関として、議会と議員の活動の活
性化・充実を図り、町政の情報公開と町民参加を基本に、みなさ
んに信頼され、存在感ある議会を築いていくための責務を果た
すとともに、議会のあり方を実現するため。

Q3. どう変わるの？

条例化することによって、明確なルールとして
みなさんと約束ができ、そのルールに沿い、
より一層の議会活性化が見込まれる。

（5） リリリーちゃんと学ぼう♪ 令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



教
育
行
政
に
つ
い
て

問
少
子
化
等
に
よ
る
、
本
町

中
学
校
に
お
け
る
運
動
部

活
動
の
今
後
の
運
営
方
針
は
。

答
中
学
校
の
部
活
動
は
、
学

校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
生

徒
の
自
主
的
、
自
発
的
な
参
加

に
よ
り
行
わ
れ
る
教
育
課
程
外

活
動
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
が

進
展
す
る
中
、
従
来
と
同
様
の

運
営
体
制
で
は
、
生
徒
の
適
性

等
に
応
じ
た
多
様
な
部
活
動
を

設
置
・
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
中
学
校
の
部
活
動
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
大
島
地
区
の
部
活

動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
に

則の
っ
とり
、
単
独
チ
ー
ム
だ
け
で
な

く
、
島
内
の
知
名
町
立
中
学
校

も
含
め
た
複
数
校
に
よ
る
合
同

チ
ー
ム
や
合
同
練
習
な
ど
の
取

組
や
※
外
部
人
材

｜
｜
｜
｜
の
活
用
を
よ
り

一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
持
続
可
能
な
部
活
動

の
運
営
方
針
を
、
各
中
学
校
や

関
係
団
体
、
関
係
機
関
等
と
協

議
し
て
い
く
。

生
徒
が
主
人
公
の
運
動
部
活
動
‼ 

令和３年（３月）第１回議会定例会

ココが聞きたい   一 般 質 問

 町政を問う！！
一般質問とは？？

島
し ま だ

田 浩
ひ ろ き

樹 議員

議員が町の行財政全般に
ついて、事務・予算等の執

行状況や、今
後 の 考 え・
方針を聞き、
疑 問 点 を 質

ただ

すこと。

合同部活動・
拠点部活動の

推進を !!

※ 「外部人材」　解説

平成 29 年度４月に学校教育
規則の一部が改訂され、中学校・

高校の部活動にお
いて、学校長の監
督下で顧問の代わ
りに単独で指導・
引率ができる。

一般質問 （6）令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
体
制
づ
く
り
等
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
示
の
も
と
、

県
の
協
力
に
よ
り
、
町
が
実
施

す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関
と

連
携
し
て
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
、
接
種
準
備
・
実
施
等
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
班
」
を
設
置

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
相

談
窓
口
と
し
て
専
用
電
話
回
線

を
増
設
し
、
町
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
こ
と
に
併あ
わ

せ
て
、
集
団
接
種
時
の
予
約
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
機
能
さ
せ
る
。

人
員
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
中
心
に
保
健
福
祉
課
全

体
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

全
庁
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
知
名
町
と

と
も
に
沖
永
良
部
医
師
会
や
沖

永
良
部
徳
洲
会
病
院
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

行
い
、
優
先
接
種
の
上
位
に
あ

る
高
齢
者
に
つ
い
て
、
個
別
接
種

を
中
心
に
、
集
団
接
種
も
併へ
い
よ
う用

し
て
実
施
し
て
い
け
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

過
去
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
、
合
同
金
婚
式

の
復
活
開
催
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な

さ
れ
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
第
３
回
定
例
会
後
に
各
字

区
長
と
長
寿
ク
ラ
ブ
へ
復
活

開
催
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
結
果
は
、
区
長
会
、
長

寿
ク
ラ
ブ
と
も
賛
否
両
論
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
庁
内
で
も
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
金
婚
式
は
結
婚

50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
と
い
う

限
定
的
な
対
象
に
な
る
こ
と
、

ま
た
「
福
祉
」
は
広
く
町
民
の

方
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
か
ら
、
一
部
の
方
々
の
た
め
に

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
点
か
ら
鑑か
ん
が
み

て
、
実
施
し
な
い
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。

金
婚
式
に
参
加
し
た
く
と
も

配
偶
者
に
先
立
た
れ
た
方
や
独

り
身
の
方
も
多
く
い
る
。

金
婚
式
の
開
催
を
決
定
し
た

時
点
で
悲
し
む
方
が
い
る
と
わ

か
っ
て
開
催
す
る
こ
と
は
、
行
政

の
行
う
べ
き
こ
と
か
ら
外
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。

町
主
催
と
し
て
の
金
婚
式
開

催
は
難
し
い
が
、
来
年
度
以
降
、

各
字
の
敬
老
会
の
中
で
金
婚
式

の
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
く
。

金
婚
と
い
う
節
目
の
行
事
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
ご
家

族
や
親
戚
の
方
々
で
盛
大
に
お

祝
い
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
な
、
オ
ー
‼ 

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員
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高
齢
者
の
い
き
が
い
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

問
和
泊
町
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

活
動
状
況
は
。
ま
た
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
対
象
に
新
た
な
活
動
を

追
加
す
る
考
え
は
。

答
現
在
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対

象
は
、
高
齢
者
パ
ワ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
や
長
寿
会
定

例
会
な
ど
14
の
活
動
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
活
動
の
自
粛

も
あ
っ
た
が
、
感
染
予
防
に
努
め

な
が
ら
、
現
在
は
各
活
動
を
例
年

通
り
再
開
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
県
の
補
助
で
実

施
し
て
い
る
の
で
、
県
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
活
動
団
体
の
登
録
を

行
っ
て
い
る
。

新
た
な
活
動
実
施
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
県
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

問
ど
ぅ
く
さ
手
帳
に
つ
い
て

町
民
に
対
し
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
交

付
数
と
商
品
券
換
金
率
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
手
帳
の
周
知
に
関
し
て
は

サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
や
防
災

無
線
で
広
報
を
行
っ
て
お
り
、
必

要
な
時
は
長
寿
会
で
の
広
報
や
、

登
録
団
体
か
ら
利
用
者
へ
参
加

申
請
を
推
進
し
て
頂
い
て
い
る
。

交
付
に
関
し
て
は
、
毎
年
約

５
０
０
冊
交
付
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
約
７
割
の
方
が
商
品
券
に
換

金
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り▲たくさん参加してポイントを

もらいましょう！

▲ポイントを貯めたら商品券に換金できます ▲いきがいづくりの輪を広めよう

森
もり

富
とみ

隆
たか

 議員

高齢者元気度アップ・ポイント
事業ってなに？？

どぅくさ手帳ってなに？

高齢者の健康づくりや社会参
加を促進して、健康維持や介

護予防に取り組む
事業だよ。 対象の
活動に参加すると
ポイントがもらえる
よ。

高齢者元気度アップ・ポイン
ト事業でもらえるポイントをた

めていく手帳だよ。
65 歳 以 上 の 方

は登録申請ができ
るよ。※条件あり

一般質問 （8）令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
在
宅
育
児
支
援
金
の
給
付

は
で
き
な
い
か
。

答
令
和
３
年
度
か
ら
「
家
庭

保
育
応
援
給
付
金
」
と
し

て
、
新
た
な
待
機
児
童
対
策
と

な
る
よ
う
実
施
に
向
け
て
協
議
し

て
き
た
が
、
令
和
３
年
度
の
わ
ど

ま
り
保
育
園
の
入
園
児
数
が
こ
こ

数
年
で
最
も
少
数
と
な
り
、
待
機

児
童
の
解
消
が
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
た
。

そ
の
た
め
令
和
３
年
度
は
、
給

付
額
、
対
象
年
齢
及
び
家
庭
保
育

の
理
由
等
を
調
査
・
研
究
し
、
令

和
４
年
度
の
入
園
児
数
を
考
慮
し

な
が
ら
、
実
施
の
有
無
を
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

家
庭
保
育
に
お
い
て
は
、
在
宅

保
育
の
保
護
者
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
、
い
つ
で

も
育
児
相
談
が
で
き
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

よ
り
い
っ
そ
う
努
め
て
い
く
。

問
一
時
保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
な
ど
の
充
実
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
一
時
保
育
事
業
は
、
保
育
園

等
に
受
入
余
裕
が
あ
る
場

合
に
限
っ
て
い
る
た
め
、
待
機
児

童
が
い
る
場
合
に
は
、
受
入
れ
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
当
初
、
提
供
会

員
が
増
え
ず
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

近
年
登
録
が
進
ん
で
お
り
、
令
和

３
年
度
も
「
保
育
サ
ポ
ー
ト
講

座
」
を
計
画
し
、
更
な
る
提
供
会

員
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

育
児
相
談
に
お
い
て
も
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
保
育
士

を
常
駐
さ
せ
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
設
置
さ
れ
る
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携

し
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
過
ご
し
や
す

い
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
く
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

問
土
曜
休
校
の
日
も
学
童
保

育
の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

答
土
曜
日
は
、
授
業
の
終
了

後
で
あ
る
放
課
後
に
あ
た

ら
な
い
た
め
、
土
曜
授
業
の
日
以

外
は
実
施
し
て
い
な
い
。
長
期
休

暇
中
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
の

基
準
に
お
い
て
、
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
本
町
で
は
年
間

２
５
０
日
以
上
利
用
日
を
設
け
て

い
る
。
本
町
の
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
は
、
他
地
域
で
は
珍
し

い
モ
デ
ル
的
な
事
例
で
、
各
小
学

校
の
協
力
に
よ
り
、
校
舎
を
利
用

し
て
実
施
し
て
お
り
、
本
町
教
育

委
員
会
及
び
各
小
学
校
長
の
理
解

と
協
力
が
あ
っ
て
実
施
で
き
て
い

る
と
思
う
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
点
に
お
い

て
も
、
他
に
な
い
事
例
で
、
大
変

有
効
的
な
活
動
で
あ
り
、
感
謝
し

て
い
る
。

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

▲季節ごとに親子で色々な体験を
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農
業
振
興
に
つ
い
て

問
農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
町
の
発
展
に
は

農
業
が
元
気
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
高
齢
化
等

が
進
み
、
農
業
従
事
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
現
状
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
対

策
を
ど
う
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
本
町
で
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
等
が
進
み
、
農

家
戸
数
・
農
業
従
事
者
い
ず
れ
も

減
少
傾
向
で
あ
る
。

地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展

を
図
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
と
、
そ
れ
を
目
指

し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
む
認

定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

の
確
保・育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

和
泊
町
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
で
は
、
就
農
相
談
や

就
農
に
向
け
た
支
援
策
の
情
報

等
を
関
係
機
関
・
団
体
が
共
有

し
、
的
確
な
助
言
・
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
新
規
就
農
者
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
活
用

と
、
認
定
新
規
就
農
者
制
度
の

活
用
で
、
就
農
初
期
段
階
の
農

業
者
の
経
営
・
技
術
支
援
を
両

面
か
ら
支
援
し
て
い
る
。

更
に
、
地
域
の
人
材
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
に
資
す
る
施
策
と

し
て
、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
」
が
あ
る
。

人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
農
業
や
、
介
護
分
野
へ
の
派
遣

が
可
能
な
事
業
で
あ
り
、
現
在
、

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
の
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

令
和
３
年
に
は
、
町
内
の
数
団

体
が
労
働
者
派
遣
事
業
を
開
始

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
小
道
設
置
に
つ
い
て

問
昨
年
12
月
に
健
康
小
道

「
足
裏
刺
激
遊
歩
道
」
の

設
置
に
つ
い
て
、
２
７
０
余
名
の

署
名
入
り
要
望
書
が
町
民
か
ら

提
出
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
健
康
小
道
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
要
望
書
の
提
出

を
受
け
、
関
係
部
署
に
お
い
て
、

設
置
個
所
や
予
算
確
保
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

設
置
個
所
は
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
健
康
増
進
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場

と
な
る
よ
う
公
園
等
を
検
討
し

て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
地
域
振
興
推
進
事
業

を
活
用
し
て
設
置
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
現
在
、
県
へ
申
請
し

て
い
る
。

今
後
は
、
町
民
へ
の
広
報
と
し

て
、
健
康
相
談
や
サ
ン
サ
ン
テ
レ

ビ
の
「
健
康
の
窓
」
等
を
活
用

す
る
と
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

関
係
部
署
で
検
討
を
行
い
な
が

ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

町

の

発

展

は

農

業

が

元

気

喜
き い

井 和
か ず お

夫 議員

▲農業の更なる発展を目指して

▲ひとりひとりの健康が町を元気に
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令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て

答
一
般
会
計
を
昨
年
度
よ

り
１
億
５
３
７
２
万
７
千

円
増
の
63
億
４
８
９
８
万
１
千

円
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
を

含
む
全
会
計
は
、
昨
年
度
よ
り

１
億
２
８
４
６
万
６
千
円
増
の

92
億
６
１
０
０
万
５
千
円
を
計
上

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
町
税
収

入
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
、

扶
助
費
及
び
医
療
・
社
会
保
障

関
係
の
繰
出
金
や
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
等
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、

感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
確
立
、
経
済
対
策
、
町

民
に
必
要
性
の
高
い
施
策
等
を

進
め
つ
つ
、
経
費
全
般
に
わ
た
る

歳
出
削
減
を
行
っ
た
。

財
政
の
硬
直
化
が
進
む
こ
と
が

な
い
よ
う
、
過
去
の
予
算
執
行
状

況
等
を
精
査
し
、
経
常
経
費
の
見

直
し
を
重
点
的
に
行
っ
た
ほ
か
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く
起
債

発
行
額
を
４
億
３
３
５
０
万
円
と

し
、
新
規
起
債
発
行
の
抑
制
に

努
め
た
。

問
発
達
支
援
に
お
け
る
取
り

組
み
は
。

答
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
健
診
等
で
気
に
な
る
乳

幼
児
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
と
協

議
の
う
え
親
子
教
室
へ
の
参
加
を

促
し
、
経
過
を
見
な
が
ら
、
巡

回
療
育
相
談
（
鹿
児
島
県
子
ど

も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
／
年
１

回
、
発
育
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
年

１
回
、
大
島
児
童
相
談
所
／
年

２
回
）
や
発
達
外
来
受
診
、
療

育
施
設
の
利
用
等
を
勧
め
て
い

る
。巡

回
相
談
で
は
、
知
的
な
遅

れ
疑
い
や
療
育
手
帳
の
新
規
申

請
及
び
更
新
の
た
め
の
検
査
や

不
登
校
等
の
相
談
を
中
心
に
実

施
し
て
い
る
。

島
内
に
は
、
発
達
の
診
断
が

で
き
る
専
門
小
児
科
医
が
無
く
、

不
定
期
で
の
発
達
外
来
に
て
受

診
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
早

期
支
援
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問
沖
永
良
部
バ
ス
利
用
促
進

の
取
り
組
み
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
交
付
金
で
導

入
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
バ
ス
を
活
用
し
、
障
害
の
あ

る
方
や
高
齢
者
、
子
供
も
利
用

し
や
す
い
よ
う
利
便
性
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

ま
た
本
年
度
、
経
済
産
業
省
の

「
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
」
の
実
証
実
験
自
治
体

に
選
定
さ
れ
、
本
町
初
の
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
買
い

物
支
援
や
商
業
施
設
へ
の
出
荷
支

援
な
ど
、
路
線
バ
ス
の
新
た
な
可

能
性
や
利
用
促
進
に
繋
げ
る
取
り

組
み
を
検
証
し
て
い
る
。

当
初
予
算
に
は
バ
ス
企
業
団
助

成
金
３
６
６
６
万
４
千
円
、
敬
老

バ
ス
支
援
補
助
金
５
０
０
万
円
、

障
害
者
バ
ス
無
料
乗
車
券
補
助
金

２
１
０
万
円
を
計
上
し
た
。

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

も
っ
と
本
気
の
財
政
改
革
を
‼ 

▲新型バスはバリアフリー対応！

（11）一般質問 令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



産
業
振
興
に
つ
い
て

問
国
は
「
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
拡
大
実
行
戦

略
」
に
基
づ
き
、
産
地
育
成
、

輸
出
障
壁
の
解
消
、
海
外
で
の

販
路
開
拓
を
一
体
的
に
推
進
す
る

と
し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
沖
縄
国
際
物
流
ハ
ブ
活
用

促
進
商
談
会
に
参
加
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
花
屋
と
商
談

を
行
っ
た
が
、
価
格
面
で
折
り
合

い
が
つ
か
ず
破
談
に
終
わ
っ
た
。

今
後
も
Ｐ
Ｒ
用
に
花
材
の
サ
ン

プ
ル
を
送
付
す
る
。
ま
た
、
香

港
へ
鹿
児
島
県
香
港
事
務
所
と

連
携
し
て
「
南
九
州
花
き
輸
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
参
加
し
、
販

売
促
進
Ｐ
Ｒ
活
動
を
計
画
し
て

い
る
。

問
規
格
外
作
物
の
加
工
販
売

に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
経
産
牛

の
再
肥
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
規
格
外
作
物
を
活
用
し
た

加
工
品
の
製
造
販
売
は
、

農
家
所
得
の
向
上
や
食
品
ロ
ス

等
の
問
題
に
対
す
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
が
、
町
内
に
お
け
る

規
格
外
品
の
現
状
や
課
題
、
加

工
し
た
商
品
の
販
路
、
加
工
に

取
り
組
む
事
業
主
体
等
に
つ
い
て

調
査
し
、
生
産
者
の
要
望
に
沿
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

経
産
牛
の
再
肥
育
に
つ
い
て

は
、
畜
産
農
家
の
飼し
よ
う養
管
理
に
負

担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

子
牛
生
産
性
の
向
上
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
が
経
営
力
向
上
に
繋
が
る

か
と
考
え
、
経
産
牛
に
よ
る
再

肥
育
を
推
進
す
る
計
画
は
な
い
。

移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て

問
国
は
地
方
創
生
推
進
交

付
金
に
お
け
る
移
住
支
援

事
業
を
拡
充
す
る
と
し
て
お
り
、

本
町
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
移
住
支
援
施
策
は
、
相

談
員
の
配
置
に
よ
る
受
入

体
制
の
整
備
、
移
住
支
援
サ
イ
ト

「
く
ら
す
わ
ど
ま
り
」
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、
し
ま
暮
ら
し

体
験
住
宅
や
移
住
体
験
ツ
ア
ー

を
活
用
し
た
、
お
試
し
暮
ら
し

の
推
進
等
の
施
策
に
よ
り
、
５

年
間
で
47
世
帯
１
１
２
名
の
方

が
移
住
し
て
い
る
。
今
後
は
、「
空

き
家
活
用
促
進
事
業
」
の
活
用

や
町
有
地
を
基
本
に
用
地
整
備

の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
と
し
て
は
、

「
ま
ち
ゅ
ん
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
島
の
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛

の
醸じ
ょ
う
せ
い成・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、

島
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
し
ご
と
・
住
居
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員

結
果
に
直
結
す
る
投
資
予
算
を
！

一般質問（12）令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



農
業
振
興
に
つ
い
て

問
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
植

付
作
業
の
状
況
は
。
ま
た
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、
定
着
と
効

果
的
な
活
用
は
。

答
現
在
、
町
内
の
ビ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ン
タ
ー
導
入
状
況

は
、
６
台
ほ
ど
を
把
握
し
て
い

る
。
植
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
、

機
械
化
一
貫
体
系
が
確
立
で
き
る

こ
と
で
、
作
業
の
省
力
化
が
大

幅
に
図
れ
る
。

課
題
と
し
て
、
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ

ン
タ
ー
植
付
け
は
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
で
収
穫
し
た
苗
を
使
用
す

る
の
で
、
芽め

か欠
き
な
ど
の
ロ
ス

を
考
慮
し
て
多
く
の
苗
が
必
要

と
な
る
。
現
在
、
技
連
会
で
は
、

新
品
種
の
検
証
を
兼
ね
た
６
ヶ
月

苗
を
用
い
た
植
付
け
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る
。
若
い
苗
は
、

成
熟
し
た
苗
よ
り
、
２に
が
な
え

芽
苗
本

数
は
若
干
少
な
く
な
る
が
、
芽

欠
き
等
の
ロ
ス
が
少
な
く
、
半
年

毎
で
年
２
回
の　

調
ち
ょ
う
び
ょ
う
苗
が
可
能

と
な
る
。
今
後
は
、
ビ
レ
ッ
ト
プ

ラ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
植
付
け

を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
も
、
最

適
な
苗
づ
く
り
の
推
進
が
必
要

と
考
え
、
手
引
き
等
の
作
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
昨
年
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
子
牛
セ
リ
市
の
ラ
イ

ブ
配
信
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
子
牛
セ
リ
市
の
ラ
イ
ブ

配
信
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

あ
ま
み
和
泊
事
業
本
部
沖
永
良

部
畜
産
課
に
お
い
て
、
両
町
畜

産
農
家
を
対
象
に
１
月
に
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

全
体
で
約
６
割
の
畜
産
農
家
が

ラ
イ
ブ
配
信
は
「
必
要
で
あ
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
、
令
和
３
年

度
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
総
代
会
に
お
い

て
、
事
業
計
画
を
計
上
し
て
い

く
方
向
で
進
め
て
い
る
。

問
畜
産
新
規
就
農
者
の
た
め

の
助
成
金
や
研
修
等
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
畜
産
新
規
就
農
者
に
対
し

て
は
、
家
畜
導
入
事
業
及

び
繁
殖
雌
牛
導
入
貸
付
事
業
を
活

用
し
、
セ
リ
市
場
か
ら
導
入
し
た

繁
殖
雌
牛
に
対
し
、
上
限
額
50
万

円
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
農
家
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
畜
産
農
家

の
紹
介
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の

他
、
各
種
研
修
会
は
関
係
機
関

で
随
時
実
施
し
て
お
り
、
畜
産

新
規
就
農
者
も
参
加
で
き
る
。

和
泊
町
に
お
い
て
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
未
来
の
畜
産
農
家
を

確
保
す
る
た
め
に
「
畜
産
業
未

来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
小
学
６
年
生

か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
畜
産

業
体
験
を
通
し
て
、
進
路
や
職

業
選
択
の
幅
を
広
げ
、
今
後
の

畜
産
に
関
わ
る
人
材
の
創
出
を

期
待
し
て
い
る
。

現
場
の
知
恵
を
生
か
し
て
反
収
向
上
を
！

東
ひがし

弘
ひろあき

明 議員

▲安定した農業所得を

ビレット
プランターとは？

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
収
穫
し

た
細さ

い
だ
ん
け
い

断
茎
（
ビ
レ
ッ
ト
）

を
写
真
後
部
緑
色
の
ホ
ッ

パ
に
投
入
し
、
直
接
ほ
場

に
植
え

つ
け
る

機
械
の

こ
と
。

（13）一般質問 令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



施
政
方
針
に
つ
い
て
※
１

問
「
ま
ち
ゅ
ん
ど
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
現
状
と
成
果
、

新
た
な
取
り
組
み
計
画
は
。

答
今
年
度
は
、
主
に
郷
土
塾

の
開
設
に
向
け
た
先
進
事

例
調
査
・
勉
強
会
・
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
。
ま
た
、
島
外
の
若
者

で
構
成
す
る
「
若
沖
洲
会
」
と

連
携
し
、
こ
れ
か
ら
島
外
へ
転
出

す
る
高
校
３
年
生
の
不
安
を
取
り

除
く
こ
と
を
目
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
・
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

問
ゆ
り
の
ふ
る
さ
と
基
金
事

業
の
現
状
、
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
は
。

答
ゆ
り
の
ふ
る
さ
と
基
金

を
造
成
す
る
本
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
、
現
在
５
つ
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
登
録
し
、

２
月
末
時
点
で
の
寄
附
件
数
は

約
３
万
５
千
件
、
寄
附
額
は
約

８
１
３
１
万
２
千
円
で
、
昨
年
度

に
比
べ
、
約
２
倍
に
増
加
し
た
。

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
、
町
の
地
方

創
生
の
取
り
組
み
に
対
し
て
民

間
企
業
か
ら
寄
附
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
総
合
振
興
計
画
の
施
策
等

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
寄

附
の
増
額
に
向
け
努
め
て
い
く
。

教
育
行
政
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
※
２

問
令
和
３
年
度
教
育
行
政
の

基
本
方
針
を
推
進
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

答
令
和
３
年
度
の
本
町
教
育

行
政
の
重
点
施
策
と
し
て
、

「
社
会
で
自
立
で
き
る
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
」で
は
、

特
に
確
か
な
学
力
の
定
着
と
し
て

学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し
た

一
層
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

中
で
も
、
学
力
向
上
を
目
指
し
た

分
か
り
や
す
い
授
業
の
工
夫
・
改

善
と
し
て
、
令
和
２
年
度
に
整
備

完
了
予
定
の
一
人
一
台
端
末
の
活
用

を
推
進
す
る
。

ま
た
、「
開
か
れ
た
学
校
・
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

で
は
、
特
に
、
学
校
運
営
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の

充
実
に
取
り
組
む
。

学
校
運
営
協
議
会
は
、
令
和
２

年
度
に
町
内
全
小
・
中
学
校
に
設

置
し
、
活
動
が
始
ま
っ
た
が
、
導

入
２
年
目
と
し
て
、
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
、
工
夫
・
改
善
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問
文
化
財
の
保
護
・
活
用
と
は

具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

答
令
和
３
年
度
は
、
引
き
続

き
文
化
庁
国
庫
補
助
事
業

に
よ
り
、
県
指
定
史
跡
「
世
之

主
の
墓
」
ほ
か
町
内
古
墓
調
査

を
実
施
し
、
各
古
墓
の
現
状
を

記
録
す
る
と
と
も
に
、
国
指
定

に
向
け
た
沖
永
良
部
島
の
古
墓

群
の
歴
史
的
価
値
づ
け
の
た
め

の
情
報
を
収
集
す
る
。

ま
た
、
県
指
定
文
化
財
保
護

事
業
に
よ
り
、
世
之
主
の
墓
の

石
積
み
等
を
保
護
す
る
た
め
の

樹
木
の
伐
採
や
、
見
学
者
が
安

全
に
史
跡
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
整
備
を
行
う
。

人
作
り
は
町
作
り
教
育
行
政
の
充
実
を
‼ 

桂
かつら

弘
ひろかず

一 議員

※２ 教育行政の
重点施策とは？

教
育
に
お
け
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
行

な
う
重

要
な
取

り
組
み
。

施政方針の
詳細は↓

4
月
26
日
に
発

行
さ
れ
た
広
報

わ
ど
ま
り
に
載
っ

て
い
る
よ
。

※１ 施政方針
とは？

町
の
今
後
の
方
針
と
、
一
年

間
に
お
い
て
行
い
た
い
こ

と
を
表
明
す
る
こ
と
。
今

年
度
予
算
の
根
拠
と
な
る
。
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pickup
　和泊町議会では、環境への配慮や経費削減のため約３年前からタ
ブレット端末の導入を検討し、先進地視察や研修会等を実施してお
り、令和２年度に役場企画課の事業で予算を計上（約 588 万円）し、
議員と執行部（町長等）合わせて 35 台を導入しました。
　サンサンテレビでお気づきになった方もおられるかもしれません
が、３月の定例会では一般質問や当初予算特別委員会等において、
紙資料と併用しながら利用を開始しました。初めての試みで、戸惑
う場面もありましたが、日頃から活用し、慣れていきたいと思いま
す。　今後、議会では更なる利用促進のため、タブレットに係る研

修会をこまめに開催し、全議員・執行部
が有効的に利活用できるよう努めていき
ます。

ペーパーレス化への第１歩！
３月定例会からタブレット導入

軽いので
話すときも
スマートに

原稿を
タブレットに入れて

みんなで集まり楽しく体操 玄関前に車が横付けできる

天井が高く明るい室内

　小規模多機能ホームは介護が必要になった高齢者の方や認知症高
齢者の方が、住み慣れた地域で安心して生活できるように１つの事
業所で「訪問」「通い」「宿泊」を柔軟に組み合わせて全力サポート
している施設です。
　施設内は日当たりもよく清潔感があり、何よりもスタッフの笑顔
が素晴らしく、高齢者が安心して過ごせる雰囲気だと感じました。

たくさんの資料が
コンパクトにまとまる

視察視察視察視察視察視察視察視察視察視察 ぐすく訪問

小規模多機能ホーム 日程　 令和３年３月 16・18 日（２班に分かれて視察）

場所　 内城字公民館となり 
 小規模多機能ホーム「ぐすく」

※コロナ対策としてアクリル板を設置しているため、
人物が反射しておりますがご了承ください。

（15）pickup　タブレット導入・「ぐすく」訪問 令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号



編 集 後 記

テーマ : 「今」

　令和 3 年第一回定例会において、一般会計・特別会計の８議
案を予算審査特別委員会で審議し、原案可決いたしました。
　多種多様な時代に対応できるよう、議会の使命でもある、重
要な政策の決定と行政運営の批判と監視の重大な役割を果たし、
執行に責任をもって取り組んでいかなければならないと感じてい
ます。
　また和泊町議会においては、今回の定例会より議会運営にタブ
レット端末を活用し、ペーパーレス化や業務の効率化を図ってい
く取り組みを開始しました。
　タブレット導入により、住民自治の充実、またこの情報社会に
対応できるように、議会としても活用していきたいです。

文責　島田　浩樹

■発行／令和 3 年 5 月 25 日　鹿児島県和泊町議会
■編集／議会報編集委員会　〒 891-9192　鹿児島県大島郡和泊町大字和泊 10 番地
TEL 0997-92-2569 FAX 0997-92-3176　ホームページ http://www.town.wadomari.lg.jp/
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明
日
香

移住して丸５年が経ち
ました。島に移住した

ときは熊本で震災が起きたすぐ後だったことを覚
えています。
島に来てからは義母が経営していた美容室を引

き継ぎ、改装オープンするための準備に四苦八苦
しながらも2016年６月１日にめでたくオープンす
ることができました。
オープン当初から激安カットを主軸にしていまし
たが、昨年の新型コロナウイルスの影響でお客様
は減少してしまいました。そこで、今まで感じて
いた島内における髪のダメージに着目し、新しい
メニューの研究を始めました。
島の水には石灰分が多く含まれており、特殊な
薬品を使用しないと取り除くことはできませんが、
それを可能にし、海水や紫外線によるダメージを
改善する方法も見つけました。

今では、なるべく髪を痛ませないヘアカラーや、
美髪になれるヘアトリートメント・縮毛矯正など、
多くのメニューを取り入れることに成功しました。
その結果、今までとは違う客層にもアプローチ

することができ、多くのお客様にご来店いただけ
るようになりました。
この１年を通し、コロナの影響で様々なところに
弊害がでた一方、補助金を活用して新しいメニュー
の研究開発やＳＮＳでの情報発信を多くできたこと
が今に繋がっていると感じました。サボったらサ
ボっただけマイナスになりますが、自分の時間を
使って自分に投資すればするだけしっかりプラスに
なります！
合言葉は「離島だからできる低価格を実現！」で

す。そのための企業努力を怠らずに新しい情報と
新しい商材を取り入れて
ご提供できるよう情熱を
もって髪と財布にやさし
い美容室であり続けます。

町民エッセイリレー

絆のバトン絆のバトン

プロフィール

秋
あきもと

元 雄
ゆう

拓
たく

さん（38 歳）　

妻：鮎
あ ゆ み

美さん  長男：生
い く お

雄くん  次男：碧
あ お と

人くん

青森県出身玉城字在住。東京で美容
専門学校の教師を３年間経験。その後、
海外ボランティアやＷＥＢ広告会社な
ど、さまざまな業種を経て今に至る。

　令和３年２月に鹿児島市で開催さ
れた第72回鹿児島県町村議会議長
会定期総会において、本町の山下幸
秀議員が永年勤続（25年以上の部）
の表彰を受け、３月の全員協議会の
中で永野議長より表彰伝達がなされ
ました。
　山下議員は平成８年に初当選し、
現在７期目です。

永年勤続者表彰

▲ 議員 25年目を迎えた山下議員

今 号 の 表 紙

表紙は 4 月14日におこなわ
れたワンジョビーチでの海開
き・浜下り神事の様子。海に
入るお子さんの表情はさまざ
ま。いい記念になったのでは
ないでしょうか。

プロフィール

玉城字にて「さくら美容室」を経営

絆のバトン・永年勤続表彰（16）令和 3 年 5 月 25 日 発行／第 151 号


